
3. 文字の組み方 

3.2 本文の作成 

大見出し：10 pt，MS ゴシック，1 字下げ，2 行どり

（「書式」「段落」｢間隔｣で「行間 2 行」に設定）。 
小見出し：9 pt，MS ゴシック，上下の行は空けない。 
大見出し・小見出しを行末に入れない。 
単位系：原則として SI 単位系。数字と単位との間は半角

から 1/4 スペース（「書式」「挿入」｢記号と特殊文字｣の｢特

殊文字」を選択して挿入可能。ただし平面角の度「°」は

スペースを入れない（ほかには分「′」，秒「″」もス

ペースを入れない），「℃，％」の前には半角スペースを入

れる），変数はイタリック表記が望ましい。 
 

4. 図・写真・表について 

4.1 図・写真 

図番号，図説明，図中文字は英文，9 pt，行間は固定値

12 pt で，図下に図から 3～4 mm 離してつける。本文での

図引用時は（初出のみ）太字（Fig. 1）とする。図中の文字

は本文より小さく 8 pt で罫の太さは 0.25 pt 以上とし，かす

れないようにする。 
図・写真は画像を画面に取り込むか（★），画像データ

がない場合でスキャン希望の場合は図・写真原稿を添付す

る。 
（★）図は画像ファイルを「挿入→図」で取り込む。画像

ファイルは TIFF ファイルが望ましい。PPT 画像は TIFF
ファイルに保存してから挿入など。掲載時に印刷用 PDF を

作成する際，画像・文字等の不具合が生じにくいため。画

像・キャプションレイアウトは「四角」が望ましい。 
4.2 表 

表番号，表説明，表中文字は英文，9 pt，行間は固定値

12 pt。タイトルは表の上，左右中央に入れる。長いタイト

ルは図と同じように字下げをしないで続ける。表の大きさ

はレイアウトに空きができないように片段（左右 84 mm 以

内）または全段（170 mm 以内）にすることが望ましい。

表の挿入を使用して表を作成するか，貼りこんでもよい。

本文での表引用時は（初出のみ）太字（Table 1）とする。 
4.3 図表の配置 

図表はタイトルページに入れない。また参考文献の末尾

に付録のように配置しないこと。 
片段最大 84 mm，全段最大 170 mm に収める。 
説明の本文に近いページ上部か，下部に収める。 
本文との間を 1 行空ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本文　体裁上のお願い（テンプレートより一部抜粋）

小見出しも、１文字下げでお願いいたします。

大見出し・小見出しの配置の確認を
お願いいたします。

数字と ℃ 、数字と ％ の間には
半角スペースを入れてください。

初出のみ太字でお願いいたします。

図表は、タイトルページには配置しないよう
お願いいたします。

図表は、上部か下部に配置して
本文中に入れこまないようお願いいたします。

単位系
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6．参考文献 
8 pt，行間は固定値 12 pt。 
文献の引用は通し番号 1)，2,3)，4-6) を付け，引用部に

上付きで表記する 7)。リストは論文の末尾に一括する。 
書き方は原則として，英文表記を最初に，改行して和文

も併記する。英文および和文表記とも「著者名，表題，雑

誌名，巻（年）始頁-終頁」の順とし，全著者名を表記す

ることを原則とするが，共著者 4 名以上の場合は筆頭著者

のみ表記し，以下を｢ら／et al.｣と略してもよい。 
本会誌，本会概要集を文献として引用する場合は下記の

英文名を使用する。他の学会誌に投稿する場合も同様。 
｢低温工学」＝ TEION KOGAKU 
｢低温工学・超電導学会概要集」 

＝ Abstracts of CSSJ Conference（第 85 回以降） 
＝ Abstracts of CSJ Conference （第 84 回以前） 
2011 年 4 月の学会名称の変更により。 

以下に例を示す。 
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参考文献　体裁上のお願い（テンプレートより一部抜粋）

ウェブサイト、ウェブページ、ブログ等の場合は
上記ご参照ください。

英文および和文表記とも
「著者名，表題，雑誌名，巻（年）始頁 - 終頁」の順で
記載をお願いいたします。

スペース無しでお願いいたします。

巻は太字でお願いいたします。
号は省略となります。

「et al.」の前は「 ,（カンマ）」を入れてください。

タイトルの前は、英文和文共に
「 :（コロン）」でお願いいたします。

英語表記の最後の著者名の前は「, 」ではなく
「and」でお願いいたします

英文タイトルの初めと終わりは、「 “ 」「 ” 」とし、
タイトル終わりには「 ,（カンマ）」をつけてください。

英語表記のタイトルは、初頭文字以外
小文字でお願いいたします。

３文字の著者名は４文字取りになるよう
スペースをお願いいたします。

文献最後は「 . 」等は無しでお願いいたします。


